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「
『福
島
事
故
の
検
証
の
な
い
原

発
再
稼
働
は
あ
り
え
な
い
』
全
国
交

流
集
会

ｉ
ｎ
柏
崎
」
は
十

一
月
十

一
日
、
新
潟
県
柏
崎
市
の

「柏
崎
産

業
文
化
会
館
」
で
百
二
十
人
が
参
加

し
て
開
か
れ
た
。
原
発
問
題
住
民
運

動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー

（原
住
連
）

と
現
地
実
行
委
員
会
の
共
催
。

開
催
地

・
新
潟
県
は
、
世
界
最
大

規
模
の
東
京
電
力

ｏ
柏
崎
刈
羽
原
発

（七
基
）
の
所
在
地
。
東
電
は
同
６
、

７
号
機
の
再
稼
働
を
狙
つ
て
い
る
が
、

福
島
第

一
事
故
後
、
泉
田
知
事

（当

時
）
が

「事
故
の
検
証
な
し
に
，
再

稼
働
議
論
は
始
め
ら
れ
な
い
」
と
表

〈全
国
総
会

真
基
燿
査
０

０
同
時
＝
二
月
二
日
曾
じ
８

８̈
～
８

８̈

０
場
所
＝

「サ
ン
ピ
ア
ン
川
崎
」
第
二

△
至
聾
主

富

・

‥

○
同
時
＝
二
月
四
日
含
こ
８
“８
～

∩
米
企
２
先
＝
雷
茸
涌
Ｔ
古
傘
嘔
止
郷
制
委

〈全
国
代
〓条
百
量
ｅ

Ｏ
同
時
＝
二
月
二
日
↑
↓
ド
］８
～

○
場
所
＝

「ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
オ

ニ
ー
ホ
ー
ル
」
会
議
室
１

「
福
島
事

故

の
検

証

の
な

い
原
発

再
稼

働

は

あ
り
え
な

い
」
全
国
交
流
集
会

ｉ

ｎ

柏
崎

離
”
脚
議
耐
腱
札
畔
新
潟
県
民
世
論
の
教
訓
学
ぼ
う
！
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○

「柏
崎
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」

（二
面
）

∩
涌
丙
ギ
Ｔ
‐
ョ
ら
の
検
き

に

コ
長
箸
摯
言
　
（三
面
）

○

（五
面
）

明
以
来
、
米
山
知
事
が
①
事
故
の
検

証
、
②
健
康

・
生
活

へ
の
影
響
の
検

証
、
③
避
難
計
画
の
検
証
の

「三
つ

の
検
証
」
に
具
体
化
、
自
公
推
薦
の

花
角
知
事
ヽ
ゴ

」の

コ
一ら
の
検
聾

を
継
承
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
さ

に
県
民
世
論
の
力
量
の
反
映
で
あ
る
。

こ
の

「二
つ
の
検
証
」
は
、
全
国
で

も
共
有
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

集
会
で
は
、
日
本
共
産
党
国
会
議

員
団
か
ら
藤
野
保
史

・
衆
院
議
員
、

原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
か
ら
全

労
連
副
議
長
の
長
尾
ゆ
り
さ
ん
、
日

本
科
学
者
会
議
か
ら
小
林
昭
三

ｏ
新

潟
大
学
名
誉
教
授
が
来
賓
あ
い
さ
つ
。

池
内
了

・
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

〈メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス
の
訂
正
〉
前
号
〓

で
お
知
ら
せ
し
た
メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス

の
変
更
に
誤
り
が
あ
り
、
お
詫
び
し
て

題
字
の
肩
書
き
に
あ
る
の
よ
う
に
訂
正

し
ま
す
。

が

「福
島
事
故
の
検
証
―
何
を
ど
の

よ
う
に
検
証
す
る
の
か
　
―
地
元
自

治
体
に
問
わ
れ
る
も
の
」
と
題
し
て

記
念
講
演
を
行
っ
た
。

集
会
は
林
広
員

・
原
発
問
題
住
民

運
動
福
井
連
絡
会
事
務
局
長
、
宮
崎

孝

・
原
発
問
題
を
考
え
る
柏
崎
刈
羽

地
域
連
絡
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長
を

議
長
団
に
選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。

伊
東
達
也

・
原
住
連
筆
頭
代
表
委

員
が

「全
国
交
流
集
会

へ
の
問
題
提

起
」
を
行
っ
た
。

昼
食
休
憩
の
後
、
立
石
雅
昭

・
新

潟
大
学
名
誉
教
授
が

「新
潟
か
ら
の

報
告
」
を
し
た
。

討
論
で
は
、
十
人
が
発
言
。
伊
東

氏
が

「討
論
の
ま
と
め
」
を
行
っ
た
。

集
会
は
、

「柏
崎
か
ら
の
ア
ピ
ー

ル
」
の
提
案
を
採
択
し
、
閉
会
し
た
。

記
念
講
演
を
し
た
池
内
氏
は
検
証

総
括
委
員
会
委
員
長
、
立
石
氏
は
技

術
委
員
会
の
委
員
を
歴
任
し
て
い
る
。

集
会
は
、
池
内
、
立
石
両
氏
の
貢

献
に
謝
意
を
表
し
た
。

「問題提起」する伊東氏

●
全
国
交
流
集
会
の

開
催
地
の
柏
崎
市
は
、

「原
発
の
街
」
と
し

て
知
ら
れ
る
が
、
実

は

「再
生
可
能

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
街
」
で
も
あ

っ
た
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
●
柏
崎

市
の
赤
坂
山
浄
水
場
に
、
赤
岩

ダ
ム
か
ら
同
浄
水
場
ま
で
の
落

差

（約
百
十
厨
）
と
流
量

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
赤
坂
山
発

電
所

（運
転
開
始
＝
二
〇

一
七

年
二
月
）
が
ぁ
る
。
年
間
発
生

電
力
量
約
八
十
六
万
附

（
一
般

家
庭
約
二
百
軒
分
）
で
あ
る
●

柏
崎
市
上
下
水
道
局
の
自
然
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
、
下
水
汚
泥
か

ら
発
生
す
る
消
化
ガ
ス
を
利
用

し
た
消
化
ガ

ス
発
電

（稼
働
開

始
＝
二
〇

一
三
年
二
月
）
が
行

わ
れ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の

電
気
使
用
量
の
約
二
割
を
賄
う
。

合
わ
せ
二
酸
化
炭
素
排
出
を
年

間
約
六
百
トン
削
減
し
て
い
る
●

柏
崎
市
は
石
油
発
祥
の
地
で
あ

り
、
原
発
立
地
と
合
わ
せ
再
生

可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
取
り

組
む
。
小
さ
い
規
模
だ
が
、
無

限
の
未
来
が
示
さ
れ
る
。
柏
崎

市
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
街
で
あ
る
。


